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重
要
文
化
財
指
定

豊

平

館

札
幌
市
の
南
に
人
工
的
永
の
公
団
、
木
々
茂
り
清
池
湛

え
る
市
民
憩
の
地
中
島
公
園
が
あ
る
。
そ
の
一
角
に
緑
に

包
ま
れ
て
史
蹟
豊
平
館
が
あ
る
。

(写
真
)

館
は
明
治
十
四
年
八
月
大
通
西
一
丁
目
に
建
造
さ
れ
た

洋
造
ホ
テ
ル
で
、
明
治
十
四
年
及
び
大
正
十
一年
時
の
皇

太
子
本
道
行
啓
の
際
、
御
宿
泊
所
に
充
て
ら
れ
た
外
、
貴

賓
の
宿
泊
も
数
多
く
、
階
上
の
広
間
で
は
歴
史
的
な
催
事

も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
現
在
地
移
転
後
、
専
ら
結
婚
式
場
、
公

約
諸
会
場
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
明

治
初
期
の
代
表
的
洋
風
木
造
建
築
物
と
し
て
本
年
三
月
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
る
。
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北 海 道 行 政 書 士 会 報(第15号)



(第修号)

主

張

し

--

連
合
会
臨
時
総
会
に
臨
ん
で

北
海
道
行
政
書
士
会
副
会
長利

夫

藤

山

-
総

会

前
ー

総
会
の
前
日
(二
十
八
日
)
午
後
六
時
大
阪
駅
前
神
田
日
航

営
業
肋
へ
到
着
し
た
。
当
日
は
全
国
高
校
選
抜
野
球
大
会
開
会

の
日
で
、
さ
す
が
開
催
地
だ
け
あ
っ
て
街
頭
に
テ
レ
ビ
な
ど
特

報

出
し
黒
山
の
人
気
、
飛
行
機
か
ら
タ
ク
シ
i
に
至
る
ま
で
一
切

会

の
乗
物
は
大
混
雑
で
あ
っ
た
が
以
前
宿
泊
し
て
案
内
知
っ
た
道

士

頓
堀
畔
の
大
阪
観
光
ホ
テ
ル
に
落
ち
つ
い
た
。

明
朝
九
時
半
会
場
へ
行
っ
た
。
ま
だ
早
い
の
で
会
場
に
は
前

書

日
ょ
り
宿
泊
中
の
福
島
県
伊
藤
会
長
と
私
よ
り
一
足
先
き
に
到

政

着
し
た
千
葉
県
鈴
木
会
長
の
二
人
き
り
、
渋
い
茶
を
す
す
り
な

行
け
が
ら
連
合
会
運
営
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
懇
談
し
て
い
る
う
ち

道

十
一
時
頃
地
元
大
阪
の
大
海
先
生
や
九
州
支
部
長
、
東
京
、
栃

海
~
木
等
の
諸
先
生
の
顔
が
見
え
漸
く
顔
か
に
な
っ
た
o

ヒ

臨
時
総
会
と
は
い
っ
て
も
実
際
は
法
改
正
促
進
の
た
め
の
総

‐]
"

決
記
大
会
開
催
が
主
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
そ
の
在
り
方

に
つ
い
て
連
合
会
長
、
経
理
部
長
等
に
逢
っ
て

1
、
総
会
に
当
っ
て
理
事
会
で
の
議
案
承
認
が
な
い

2
、
連
合
会
の
経
理
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

3
、
会
長
は
執
行
部
の
組
織
(東
京
会
辞
任
問
題
)
を
ど
の

日

よ
う
に
見
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
の
運
営
策
は
ど
う
か
等

月

に
つ
い
て
尋
ね
た
。

年

①
の
説
明
で
会
長
が
執
行
部
を
無
視
す
る
よ
う
な
意
の
な

い
こ
と
は
了
解
し
た
が
総
会
に
於
て
審
議
さ
る
べ
き
議

案
は
理
事
、
支
部
長
会
に
付
議
し
た
上
で
提
案
さ
る
べ

1

き
で
あ
る
旨
進
言
し
た
。

北 海 道 行 政 書 士 会 報(第15号)

会
則
の
、
都
変
更
に
つ
い
て
は
総
務
に
於
て
充
分
検
討

の
上
起
案
し
常
任
理
事
会
に
於
て
原
案
を
作
成
す
る
こ

と
。
更
に
支
部
長
と
理
事
の
合
同
会
議
に
諮
り
来
年
の
総

会
に
提
案
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
特
別
委
員
会
設
置
は

不
要
と
き
ま
っ
た
。

4
、
連
合
会
代
議
員
選
出
の
件

五
名
の
本
会
代
議
員
に
札
幌
、
函
館
、
小
樽
、
空
知
、

旭
川
の
各
支
部
長
を
選
定

う
、
支
部
長
等
の
委
嘱
の
件

会
則
変
更
が
な
さ
れ
て
な
い
限
り
現
会
則
に
よ
る
こ
と

と
決
定

6
、
そ
の
他

①

法
の
一部
改
正
に
つ
い
て
衆
院
法
制
局
最
後
案
を
検

討
②

両
国
会
員

(旭
川
)
の
会
費
を
本
年
四
月
よ
り
六
月

ま
で
三
カ
月
間
免
除
承
認

③

連
合
会
緊
急
臨
時
総
会
出
席
者
と
十
勝
支
部
講
習
会

出
席
者
の
選
定
を
常
任
理
事
会
へ
一任

④

会
費
滞
納
者
の
処
置
に
つ
い
て

H

滞
納
三
カ
月
日
に
督
促

H

滞
納
六
ヵ
月
以
上
の
者
に
対
し
内
容
証
明
に
よ
る

滞
納
会
費
の
催
告

岡

催
告
後
支
部
長
に
滞
納
者
の
住
所
氏
名
を
報
告
し

当
該
会
員
の
実
態
調
査
を
依
頼
す
る

岡

支
部
長
の
報
告
を
待
っ
て
理
事
会
(常
任
)
に
誇

り
退
会
の
当
否
を
決
定
す
る

⑤

本
会
に
顯
周
を
置
く
こ
と

本
部
に
於
て
人
選
を
進
め
来
年
総
会
に
諮
る
こ
と

⑥

小
樽
の
違
反
容
疑
事
件
は
小
樽
署
に
訴
願
後
、
相
当

経
過
し
て
い
る
の
で
同
署
に
照
会
し
回
答
を
待
っ
て
善

処
す
る
こ
と

一
、
午
後
0
時
半
議
事
終
了

引
続
き
臨
時
常
任
理
事
会
を
開
き
、
理
事
一任
と
な
っ
た

R
H
月　　年4話　　

′′
　　　　
　　　　　
　

金
は
一
銭
も
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

③
の
人
事
問
題
は
ま
だ
正
式
に
受
理
し
て
い
な
い
し
定
時

総
会
も
近
い
の
で
、
そ
の
時
ま
で
待
つ
と
い
う
の
で
諒

承
し
た
が
今
後
の
対
策
と
し
て
東
京
都
や
近
県
か
ら
の

有
能
な
本
部
役
員
に
よ
る
執
行
部
体
制
を
先
づ
確
立
し

運
営
を
図
ら
ね
ば
先
年
の
総
会
の
如
く
再
び
紛
糾
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
早
急
に
対
策
を
構
ぜ
ら
れ
た
い

と
強
調
し
た
。

同
席
の
岡
部
九
州
支
部
長
も
同
意
見
で
あ
っ
た
。

ー
総

会
ー

大
阪
会
員
の
方
々
の
協
力
で
準
備
が
進
め
ら
れ
定
刻
を
五
十

分
遅
れ
て
開
会
さ
れ
、
加
藤
京
都
会
長
の
司
会
で
議
長
に
大
海

近
畿
支
部
長
、
副
議
長
に
は
石
井
埼
玉
会
長
と
種
本
兵
庫
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
つ
い
で
議
長
と
橋
本
会
長
の
挨
拶
、
何
れ
も

本
日
の
臨
時
総
会
は
法
改
正
の
初
期
の
目
的
完
遂
と
臨
調
の
問

題
に
止
め
て
審
議
す
る
旨
の
も
の
で
あ
り
、
中
部
、
近
畿
両
支

部
が
主
動
的
で
あ
る
感
を
受
け
た
。

来
賓
と
し
て
臨
席
さ
れ
た
地
元
選
出
の
中
野
、
和
爾
両
代
議

士
は
第
一議
案
の
法
改
正
決
議
宜
言
の
後
法
改
正
運
動
の
経
過

に
つ
い
て
詳
細
説
明
さ
れ
且
つ
臨
調
問
題
に
つ
い
て
も
司
調
と

歩
調
を
合
わ
せ
団
結
し
て
対
処
す
べ
き
旨
の
見
解
を
述
べ
ら
れ

た
。第
一
議
案
の
運
動
資
金
醸
出
の
件
に
つ
い
て
は
従
来
の
経
理

内
容
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
運
動
計
画
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

も
の
を
示
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
等
意
見
続
出
し
た
が
議
長
の

態
度
は
来
賓
を
前
に
し
て
採
決
を
急
ぐ
か
に
見
え
た
。
私
は
法

改
正
運
動
の
た
め
に
は
更
に
多
少
の
支
出
は
当
然
と
考
え
る
も

の
で
あ
る
が
、
過
去
の
分
担
資
金
の
入
金
状
況
は
七
0
%
に
止

っ
て
お
り
今
回
は
以
前
の
六
倍

(連
合
会
費
二
月
一
カ
月
分
)

に
当
る
負
担
を
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら
充
分
審
議
を
尽
し
て
採

決
す
べ
き
で
あ
る
旨
進
言
し
た
が
遂
に
賛
成
多
数
で
押
し
切
ら

れ
た
。

(参
考
ー
反
対
は
北
海
道
、
東
京
、
九
州
、
四
国
)

議
案
に
つ
い
て
協
議
次
の
通
り
決
定
し
た
。

1
、
各
部
事
務
担
当
従
前
通
り
(別
項
)

2
、
日
行
達
臨
時
総
会
出
席
者
藤
山
副
会
長
(連
合
会
常
任

理
事
)

3
、
十
勝
支
部
講
習
会
出
席
者
渡
辺
、
佐
藤
正
副
会
長

常任理事並に各部担当者名薄
( " . 3 . 20 旅 理事会)

役 名 担当職名 氏 名

農

事

長

事

ト

理

′

≧

理

･

任

"

娑

曲

"

“

"

“

副

常

↑

副

常

長

員

長

員

長

員

嚢

“
郵
螂
“
礬

企

企

勁

郎

治

夫

治

美

二

武

郎

之

次

太

幸

悔

範

利

克

雅

瑛

国

松

藤

沢

馬

山

根

路

上

平

口

佐

成

有

藤

関

横

一井

森

森 松太郎森

第
六
回
常
任
理
事
会

日

時

三
十
九
年
四
月
三
日
午
後
六
時

場

所

本
会
事
務
所

出

席

会
長
以
下
八
名
(欠
三
)

連
合
会
臨
時
総
会
(大
阪
)
か
ら
帰
礼
し
た
藤
山
副
会
長
を

囲
ん
で
総
会
の
経
過
報
告
を
聞
き
本
会
の
態
度
に
つ
い
て
協
議

し
た
後
、
支
部
研
修
会
助
成
金
の
支
出
に
つ
い
て
決
定
し
散
開

し
た
。

進
す
る
こ
と
、
そ
の
運
動
資
金
は
法
改
正
の
そ
れ
と
は
別
個
支

出
と
す
る
こ
と
、
な
お
推
進
体
の
構
成
に
つ
い
て
は
連
合
会

長
、
同
副
会
長
、
支
部
長
、
常
任
理
事
等
の
協
議
一任
と
決
定

し
た
。
第
三
議
案
の
人
事
問
題
は
既
に
諒
解胼済
み
で
省
略
祝
電
披

露
、
万
歳
三
唱
し
て
開
会
、
時
に
約
七
時
。

-
総
会
後
i

懇
親
会
に
入
る
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
臨
調
問
題
の
委
員

会
構
成
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
従
来
各
単
一会
毎
に
反
対
陳
情

を
行
な
っ
て
い
た
が
今
後
は
絶
対
に
連
合
会
名
を
用
う
る
こ

と
、
東
京
会
と
本
部
役
員
を
推
進
体
と
す
る
こ
と
と
し
、
詳
細

決
定
の
上
は
連
合
会
よ
り
各
単
一
会
に
通
知
す
る
こ
と
と
決
定

し
た
。
最
後
に
、
従
来
は
免
角
連
合
会
と
委
員
会
は
遊
離
し
て
い
る

感
が
あ
る
の
で
今
後
の
諸
運
動
に
対
し
て
は
連
合
会
が
常
に
責

任
を
と
れ
る
態
勢
の
上
に
立
っ
て
展
開
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
た
。

(藤
山
副
会
長
の
報
告
)

報

告

第
六
回
理
事
会
議
事
概
要

一
、
日
時

昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
日

午
前
十
時

一
、
場
所

硯
札
市
北
三
、
西
三

辰
美
三
階
広
間

一
、
出
席

会
長
以
下
十
七
名

　
　
　
　

ー
、
常
任
理
事
互
選
の
件

常
任
理
事
は
全
部
留
任
の
動
議
に
よ
り
そ
の
通
り
決
定

し
た

(別
項
)

2
、
各
部
担
当
者
選
出
の
体

常
任
理
事
間
で
各
部
担
当
者
を
互
選
す
る
こ
と

支
部

だ
よ
り

帯
広
支
部
の
講
習
会

(協
議
会
)

日

時

昭
和
三
十
九
年
四
月
七
日
午
後
一時
三
十
分

場

所

十
勝
支
庁
の
二
階
会
議
室

出

席

会
員
(支
部
)
並
び
に
未
入
会
者
約
二
十
名

講

師

十
勝
支
庁
総
務
課
長

西

村

正

〃

地
方
係
長

北

村

幸

男

殿

一

殿

北
海
道
総
務
部
長

帯
広
警
察
署
防
犯
係
長

迩

池

穣

殿

佐

藤

五

郎

殿

離職弼割
離
洲軸川
劇讓
議
割
鶴
円
岬
協議
珊
瑚潮

そ
ぎ
』メト
““
t
J
中
苺
三
協
-‐な
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主
任

田

中

清

一

殿
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趣

旨

行
政
書
士
法
の
講
習
会
で
あ
る
が
喜
多
支
部
長
の
意

向
に
よ
り
座
談
会
に
然
も
協
議
会
を
兼
ね
て
行
な
わ
れ
た
。

状

況

ー
、
行
政
書
士
登
録
者
に
対
す
る
入
会
勧
告

登
録
の
蓬
旨
に
つ
い
て

蓮
池
(道
庁
)

入
会
勧
告
に
つ
い
て

黒
川
(前
支
部
長
)

法
改
正
運
動
の
経
過

渡
辺
(会
長
)

2
、
綱
紀
委
員
の
活
動
方
法
に
関
し
て

綱
紀
委
員
の
在
り
方
並
び
に
現
況
に
つ
い
て
説
明
違
反
事
例

(留
萠
支
部
総
会
)

に
対
し
協
力
要
請

佐
藤
(副
会
長
)

3
、
非
行
政
書
士
防
止
に
つ
い
て

警
察
側
の
現
況
(三
悪
追
放
の
取
締
り
に
多
忙
)
違
反
に
対

し
充
分
協
力
す
る

防
犯
(警
察
)

4
、
行
政
書
士
法
の
趣
旨
に
つ
い
て

行
政
書
士
登
録
者
(入
会
者
を
含
む
)
に
対
し
近
く
｢管
内

臨
検
｣
を
行
な
う

北
村
(支
庁
)

其
の
他
黒
川
前
支
部
長
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
未
入
会
者

対
策
に
つ
い
て
の
喜
多
支
部
長
の
労
苦
に
謝
意
を
表
し
な
が
ら

多
大
の
成
果
を
収
め
て
閉
会
、
時
に
午
後
五
時
(渡
辺
会
長
の

帰
札
報
告
よ
り
取
材
)

渉

外連合
会
緊
急
臨
時
総
会

と

き

昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
九
日
午
後
一時

と
こ
ろ

大
阪
市
山
中
荘

ひ

と

橋
本
連
合
会
長
以
下
四
十
三
名
(外
委
任

状
二
十
二
)本
会
か
ら
は
藤
山
副
会
長
(連

合
会
常
任
理
事
)
出
席
、
来
賓
は
中
野
、

和
爾
両
代
議
士

議

事

1
、
行
政
書
士
法
一部
改
正
法
案
通
過
完
徹
に
関
す
る
件

行
政
書
士
法
改
正
の
た
め
運
動
資
金
の
酸
出
を
願
っ
て
昭

和
三
十
六
年
以
来
継
続
し
て
国
会
方
面
に
改
正
方
陳
情
運
動

を
行
な
い
お
り
た
る
処
今
般
法
改
正
運
動
促
進
会
議
の
方
々

に
よ
り
最
も
強
力
な
る
運
動
を
展
開
さ
れ
今
通
常
国
会
に
お

い
て
近
日
中
上
提
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
際
に
お
い
て
我
々
行
政
書
士
法
の
改
正
を
完
徹
出
来

北 海 道 行 政 書 士 会 報

空

知

函

館

札

幌

一
新

館

長

次

釧

路

“
土

用

七

郎

支

部

氏

名

事

務

所

西

条

忠

一

芳

賀

周

藏

美
唄
市
美
唄
一
〇
九

函
館
市
湯
川
町
二
丁
目
二
七
の
二

江
別
市
一
番
町
北
一
丁
日

川
上
部
標
茶
村
字
標
茶

26
年
1
号

28
年
1
号

36
年
6
号

26
年
2
号

登
録
番
号
会
員
番
号
退
会
年
月
日

三
六
O
五
三

三
二
六

一二
四
九

“
･4
4
･̂
'

“
･4
▲-1
▲

"
.3
.“

"
,3
.
16

"
･4
･3
死
亡

37
･ゆ
1B
死
亡

休

業

廃

業

備

考

務

所

　
　
　
　　　
　
　　
　　　　　　

　
　
　　　　　　　
　　　　　

一-
-

-
---、、k---すましJ
---
-

　
　　
　

　
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　

　　　
　
　
　　　

と
思
慮
さ
れ
る
よ
っ
て
こ
こ
に
第
二
次
の
運
動
資
金
特
別
醸

出
を
願
っ
て
最
後
の
努
力
を
傾
け
た
い
。

2
、
行
政
管
理
庁
臨
時
行
政
調
査
会
答
申
に
よ
る
行
政
書
士
登

録
廃
止
に
反
対
対
策
の
件

行
政
管
理
庁
に
所
属
す
る
臨
時
行
政
調
査
会
は
行
政
書
士

登
録
の
廃
止
の
答
申
を
内
閣
法
制
局
に
提
出
さ
れ
る
。

こ
れ
は
官
僚
の
一
部
面
の
み
を
見
る
偏
見
と
断
ず
る
こ
の

際
斯
の
如
き
我
々
行
政
書
士
の
身
分
に
重
大
な
る
関
係
あ
る

答
申
は
絶
対
に
紛
砕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
故
に
我
々
全
国

会
員
七
千
名
の
名
に
お
い
て
反
対
し
そ
の
対
策
を
樹
立
し
た

い
。
3
、
副
会
長
辞
任
の
件

(会
議
当
初
連
合
会
会
長
よ
り
徹
回
動

議
あ
り
諒
承
)

連
合

会
役
員
会

昭
和
三
十
九
年
四
月
八
日
午
後
一時

橋
本
会
長
宅

橋
本
会
長
以
下
十
二
名
出
席

議

事

臨
調
会
答
申
案
対
策
委
員
機
構

1
、
仮
名
称

臨
調
問
題
対
策
委
員
会

2
、
委

員

正
副
会
長
、
東
京
会
、
京
部
会
、
常
任
理

事

3
、
運
動
方
法

反
対
運
動
の
中
心
者
京
都
選
出
田
中
伊
佐

治
衆
院
副
議
長
に
一
任
し
て
反
対
意
見
書

を
各
単
一
会
よ
り
取
り
ま
と
め
田
中
先
生

及
び
臨
調
調
査
員
に
提
出
す
る
こ
と
。

4
、
費

用

当
分
の
間
東
京
会
及
び
京
部
会
に
於
て
一

- 4 -

故

忠

一

殿

美
唄
市
美
唄
一
〇
九
一

西

条

昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
五
日
相
撲
の
千
秋
楽
を
観

て
い
る
と
き
軽
い
発
作
が
起
き
て
脳
軟
化
症
に
な
り

以
来
気
分
の
良
い
日
に
は
起
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
何
分
老
齢
の
た
め
自
然
に
弱
っ
て
来
て
最
近

は
殆
ん
ど
床
に
祝
し
む
状
態
と
な
っ
た
。

去
る
四
月
三
日
午
前
○
時
容
態
急
変
眠
る
が
如
く
他

界
さ
れ
た
。
享
年
七
四
歳

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　　
　

!“'-'---‘J
T
マ

　　
　　
　

支

部

氏

名

事

(第15号)

根

室
"
札

幌

支

蒋部
｣

氏

名

坂

本

福

治

岡

林

松

次

小

林

英

二

(新
)
根
室
市
宝
町
二
〇

(旧
)

"

清
隆
町
二
一三

(新
)
札
幌
市
琴
似
町
宮
ノ
森
六
三
五

旧̂
)

〃

大
通
西
十
二
丁
目

(新
)
札
幌
市
南
四
条
西
二
丁
目
一
四

旧̂
)

“

南
十
六
条
西
十
八
丁
目

新

旧

事

務

所

届
出
年
月
日

備

考

"
･
4
･B

"
･3
･
21

39
･3
･瓱

39
･2
-1
移
転
誹

移
転
当
日
届
出

電
話
@
ー
0
7
7
8

39
年
3
月
10
日
移
転

電
話
1
(④
1
0
7
8

◇

事
務
所
変
更

トバ秀
三

"

‐
"
i
…
!
!
“

.i

-
:
≧
僅語
増
漱
ぎ誉
ふ
せ
↑

日

会

員

異

動

日
~

年4

◇

入

会

%

十
勝
!
高

橋

四

二

葉

酉
五
条
南
十
四
丁
目

支

部
一
氏

名

-

事

務

所

"
年
2
号

登
録
番
号
会
員
番
号

五
一二
九

"
“
ヰ

入
会
年
月
日
--

備

考

◇

退

会

者 者

周

蔵

殿

函
館
市
湯
川
町
二
丁
目

芳

賀

最
近
差
出
し
た
書
状
が
｢死
亡
｣
の
付
箋
づ
き
で
返

戻
に
な
っ
た
。
函
館
支
部
に
お
願
い
し
て
調
査
の
結

果
去
る
三
七
年
一
〇
月
一
三
日
永
眠
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
享
年
七
一歳

識
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
遅
延
の
失

礼
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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路
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室
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十

釧
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情

報

行
政
書
士
法
改
正
案
を
議
員
立
法

(昭
和
三
九
･三
･四
官
報
速
報
抜
粋
)

"
･3
･10

"
･̂
>
･K
〕

"
,3
1"

江
部
乙
町
空̂
知
)

“
士
別
市

上̂
川
)

剣
淵
町
(上
川
)

礼
文
町
(宗
谷
)

苫
小
牧
市
(胆
振
)

帯
広
市
(十
勝
)

小

杉

芳

三

高
桑

又

一

岡

田

山

雄

池
田
藤
三
郎

中

村

栄

蔵

玉
木
喜
久
丁

高

橋

四

一

未"""“"入会

行
政
書
士
法
改
正
案
が
議
員
立
法
で
今
国
会
に
提
出
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。
前
通
常
国
会
で
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
の

請
願
が
採
択
さ
れ
た
の
で
、
渡
海
議
員
ら
が
中
心
と
な
っ
て
同

法
改
正
案
の
国
会
提
出
を
準
備
し
て
い
る
も
の
で
、
衆
院
法
制

局
と
自
治
省
の
間
で
ほ
ぼ
意
見
調
整
が
つ
い
て
い
る
。

行
政
書
士
会
連
合
会
の
要
望
は
行
政
書
士
制
度
を
強
化
し
よ

う
と
い
う
も
の
だ
が
、
衆
院
法
制
局
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
し

て
い
る
改
正
内
容
は
連
合
会
の
要
望
の
う
ち
行
政
書
士
の
資
質

の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
み
ら
れ
る
点
を
中
心
と
し
て
い
る
。

即
ち
現
行
法
で
は
公
務
員
と
し
て
の
経
歴
が
八
年
以
上
の
も

の
は
無
試
験
で
営
業
資
格
を
与
え
ら
れ
る
の
を
十
年
程
度
に
延

ば
す

(要
望
は
十
五
年
)
こ
と
が
主
な
改
正
点
で
、
こ
れ
以
外

は
ほ
と
ん
ど
辞
句
の
修
正
に
と
ど
め
る
意
向
で
あ
る
。
自
治
省

と
し
て
は
｢行
政
書
士
の
制
度
は
各
官
庁
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
よ
り
将
来
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
い
う
臨
時
行
政
調

査
会
の
考
え
方
も
あ
り
、
行
政
書
士
の
制
度
を
強
化
し
よ
う
と

い
う
連
合
会
の
要
望
に
つ
い
て
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
連
合
会
の
要
望
の
う
ち
○
弁
理
士
、
税
理
士
、

公
認
会
計
士
は
当
然
に
は
行
政
書
士
の
資
格
を
持
て
な
い
よ
う

に
す
る
。
②
現
在
知
事
が
定
め
て
い
る
報
酬
額
を
連
合
会
の
申

請
で
自
治
大
臣
が
定
め
る
よ
う
に
改
め
る
。
③
行
政
書
士
会
に

入
会
L
て
い
な
い
行
政
書
士
は
営
業
が
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に

違
反
し
た
場
合
、
現
在
は
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
万
円
以

下
の
‐罰
金
と
な
っ
て
い
る
の
を
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万

円
以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
る
等
の
点
は
法
改
正
に
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
む
て
い
る
“
現
在
行
政
書
士
は
全
国
で
約
六
千

人
お
り
、
奥
富
‘が
試
験
、
登
録
'を
行
う
外
接
請期
観
の
決
定
権
鮴を

/○

況
川
内

4

20

:

会
員
数

フ
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行
政
書
士
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

(家
院
法
制
局
最
終
案
)

行
政
書
士
法
(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
)
の二
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一項
中
｢関
す
る
書
類
｣
の
下
に
｢(実
地
調
査
に

基
づ
く
図
面
類
を
含
む
)｣
を
加
え
る
。

第
二
条
第
二
項
第
五
号
中
｢八
年
｣
を
｢十
二
年
｣
に
、

｢五
年
｣
を

｢九
年
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
中

｢及
び
正
当
の
業
務
に
附
随

し
て
行
う
場
合
｣
を
削
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
こ
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
で
政
令
て
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

(従
前
の
行
政
書
士
に
関
す
る
経
過
規
定
)

2
、
こ
の
法
律
施
行
の
際
現
に
行
政
書
士
で
あ
る
者
は
行
政
書

士
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
の改
正
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
行
政
書
士
法
の
規
定
に
よ
る
行
政

書
士
と
み
な
す
。
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"
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登
録
年
月
日

住

所

旭
川
市
(上
川
)

富
良
野
町
(上
川
)

真
狩
村
(後
志
)

小
樽
市
(後
志
)

紋
別
市
(網
走
)

斜
里
町
(網
走
)

美
都
町
(網
走
)

斜
里
-町

(網
走
)

“苫
小
牧
市
(服
振
)

釧
路
市
(釧
路
)

阿
寒
町
(釧
路
)

釧
路
市
(釧
路
)

明

石

博

明

永

沼

祐

藤

川

梅
市

角

谷

昭

二

生

田

栄

一

和

田

新

二

堂

坂
勝

稔

長
谷
川

斉

高

橋

春

雄

小

野

鯏
資

三

浦

考

岩

崎

武

武

田

時
雄

氏

名

鯵
覇
入
会
入
会
入
会未

-
"""""""""

道
告
示
六
〇
二
号

(39
年
3
月
複
日
)

◇
行
政
書
士
登
録
者

"
.3
.2

"
･2
･24

登
録
年
月
日
一
住

所

“
氏

名

蘭
越
町
(後
志
)

栗
山
町
(空
知
)

美
唄
町
(空
知
)

幌
加
内
町
(空
知
)

長
沼
町
(空
知
)

井

田

伝
古
-

末

島

田
与

吉

…
"

一

高

橋

』

“

松

田

五
郎
-

“

中

神

巌
…

〃

… 入
会
の

有

無

道
告
示
八
〇
〇
号

(39
年
4
月
6
日
)

◇
参
考
図
書
紹
介

徊鷺
丑
受
験

識
畷
握
受
験
受

験

必

携

一短
銘
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司
法
書
士

試
験
解
答
集

一転
の鼎

発
行
所東
京
都
文
京
区
高
旧
豊
川
町
六
〇

法

キ

書

院

振
替
東
京
八
一
六
九
九

事
務
局
だ
よ
り

事

務
局

日
誌

-
3

･
ぅ

定
時
総
会
議
事
録
出
を
印
刷
所
へ

一

〃
･
7

理
事
会
開
催
通
知
発
送

~
“
･
噂

空
知
支
部
会
員
よ
り
支
部
長
経
由
｢非
書
土
対
策
要

望
書
受
理
し
検
討

-‐
"

釧
路
市
の
行
政
葦

笛

氏
へ
入
会
手
続
惨

い
て
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回
答

北 海 道 行 政 書 士 会 報9 6 4年 5月 1日 (第lぅ号)

"

江
賀

(日
高
)
根
本

(小
欖
)
両
氏
に
対
し
会
費
免

除
に
つ
い
て
照
会

･
虹

十
勝
支
部
長
へ
同
支
部
所
属
会
員
名
簿
送
付

･
12

議
事
録
の
印
刷
校
正

莎

渡
辺
会
長
、
札
幌
調
査
士
会
総
会
へ
出
席

庭

土
田
釧
路
会
員
の
廃
業
届
、
小
林
札
幌
会
員
の
事
務

所
変
更
届
受
理

"

兵
庫
会
へ
会
報
の
ご
寄
贈
礼
状

　
"

議
事
録
再
校
正

“

連
合
会
緊
急
臨
時
総
会
の
開
催
通
知
受
理

脇

十
勝
支
部
長
よ
り
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
本
部
役
員

派
遣
方
照
会
あ
り

幻

第
一
回
理
事
会
並
び
に
臨
時
常
任
理
事
会
を
札
幌
辰

,

美
に
於
て
午
前
十
時
よ
り
開
催
し
次
の
議
案
に
つ
い

て
審
議

①

常
任
理
事
互
選
、
②
各
部
事
務
担
当
者
選
任
、

③
会
則
改
正
特
別
委
員
設
置
、
④
連
合
会
代
議
員
並

び
に
総
会
出
席
者
選
出
、
⑤
支
部
長
(副
支
部
長
)

委
嘱
、
◎
そ
の
他
数
件

劉

近
畿
支
部
長
宛
参
考
資
料
ご
寄
贈
礼
彰

"

十
勝
支
部
講
習
会
出
席
の
本
部
役
員
名
報
告

〃

会
報
性
号
の
原
稿
成
る

“

札
幌
調
査
士
会
新
役
員

(会
長
、
副
会
長
、
理
事
)

五
名
来
訪
就
任
の
ご
挨
拶

“

新
館
札
幌
会
員
一時
廃
業

26

旭
川
、
十
勝
両
支
部
長
及
び
本
人
宛
会
費
免
除
承
認

通
知

27

高
橋
四
一氏
(十
勝
)
入
会

〃

労
政
事
務
代
行
協
会
の
書
士
法
違
反
被
疑
者
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
小
樽
警
察
署
長
宛
照
会

･
第

膝
山
副
会
長
大
阪
に
膝
け
る
連
合
会
臨
時
総
会
出
席

･
別

右
に
つ
い
て
小
樽
警
察
署
防
犯
係
よ
り
目
下
調
査
中

で
あ
る
旨
回
答
あ
り
、
な
お
被
疑
者
某
が
未
入
会
者

･

で
あ
る
こ
と
を
照
会
に
よ
り
速
達
便
で
回
答

"

会
員
移
動
通
知

(入
1
･
退
3
)

"

藤
山
副
会
長
大
阪
よ
り
本
日
帰
任

･
1

正
副
支
部
長
の
委
嘱
状
発
送
(六
支
部
)

"

正
副
支
部
長
の
選
考
報
告
要
請
(六
支
部
)

･
3

第
五
回
常
任
理
事
会
開
催
於
本
会
事
務
所

"

空
知
支
部
西
条
会
員
逝
去
、
後
藤
理
事
本
会
を
代
表

し
て
お
通
夜
に
出
席
｣
弔
慰
金
贈
呈

･
4

十
勝
支
部
宛
研
修
会
助
成
金
に
つ
い
て
通
知

6

弔
慰
金
立
替
に
つ
い
て
後
藤
理
事
宛
礼
状

･
7

十
勝
支
部
講
習
会
、
渡
辺
会
長
、
佐
藤
副
会
長
出
席

･
9

端
野
町
の
佐
藤
千
万
男
、
幌
加
内
町
の
松
田
五
郎
両

氏
入
会
手
続
き
に
つ
い
て
回
答

.
B

事
務
所
移
転
届
受
理
(根
室
坂
本
会
員
)

〃

函
館
支
部
よ
り
芳
賀
会
員
の
死
亡
確
認
報
告

44

◇

ガ

イ

ド

事
件
簿
用
紙

五
〇
枚
に
付

領
収
証
(複
写
式
)
一
隅
(
一
〇
〇
円

(五
〇
組
)
(送
料
不
要
)

六
〇
円
(送
一

◇

後

記
◇

○
会
費
未
納
の
方
は
是
非
納
入
し
て
下
さ
い
。
ご
承
知
の
通
り

会
の
運
営
は
会
費
が
唯
一
の
財
源
で
す
が
、
そ
の
納
入
成
績

は
本
号
6
頁
所
載
の
通
り
思
わ
し
い
状
態
で
な
い
の
で
是
非

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
4
月
23
日
大
海
近
畿
支
部
長
よ
り
渡
辺
会
長
と
藤
山
副
会
長

宛
次
の
同
文
電
報
を
寄
せ
ら
れ
た
。

- 8 -

(法

改

正

提

案
)

｢
ホ
ウ
カ
イ
セ
イ
テ
イ
ア
ソ
サ
レ
ル
｣

0
法
の
改
正
は
我
々
の
権
益
擁
護
の
た
め
の
熱
願
で
あ
り
日
行

連
推
進
本
部
に
於
て
も
我
々
の
要
望
に
応
え
て
強
力
な
運
動

を
展
開
し
た
結
果
改
正
案
は
先
月
の
22
日
濃
海
外
9
名
の
議

員
に
よ
り
国
会
提
案
24
日
委
員
付
託
と
な
っ
た
。

○
し
か
し
、
他
に
重
要
法
案
が
多
く
最
後
ま
で
油
断
が
出
来
な

い
状
況
で
あ
る
と
き
本
部
の
運
動
資
金
は
二
十
数
万
の
赤

字
、
よ
っ
て
去
る
日
行
述
臨
時
総
会
に
於
て
会
員
一
名
当
り

五
百
円
緊
急
醸
出
の
議
決
と
な
っ
た
。
議
事
の
状
況
は
本
号

2
頁
所
載
の
藤
山
副
会
長
の
報
告
が
詳
細
に
伝
え
て
い
ろ
。

○
如
上
の次
第
で
繭
号
に
五
百
円
カ
ン
パ
に
つ
い
て
の
文
書
を

添
付
し
て
お
願
い
致
し
た
次
第
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
待

望
し
て
い
る

(既
に
ご
協
力
の
方
は
こ
の
頃
は
参
考
と
せ
ら

れ
た
い
)

ね
じ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　

　
　
　

　

ぎ
会


